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2014年衆院総選挙　党派別の立候補者数
2014年12月2日公示

合計
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図表２Ａ

過去３回の衆院選の結果、議席・得票数の比較 投票率はいずれも小選挙区のもの

政党名

小選挙区 △ 15 △ 181,861

比例区

合計 △ 4
小選挙区 △ 1,681,923

比例区

合計

小選挙区 △ 3 △ 2,622,708

比例区 △ 10 △ 3,879,529

合計 △ 13
小選挙区 △ 120,491

比例区

合計

小選挙区

比例区

合計

小選挙区

比例区

合計

小選挙区 △ 2,477,790

比例区 △ 7 △ 2,395,194

合計 △ 7
小選挙区 △ 32,415

比例区 △ 106,349

合計

小選挙区

比例区

合計

小選挙区

比例区

合計

小選挙区

比例区

合計

小選挙区

比例区

合計

小選挙区 △ 5 △ 6,686,778

比例区 △ 6,845,441

合計 △ 5

2012年12月16日（投票率59.32％） 2014年12月14日（投票率５２．６６％） 前回比較　増△減
選挙 　区

分

2009年8月30日（投票率69.28％）

議席占
有率

得票数 得票率議席数

自民党

得票率 議席数
議席占
有率

得票数 得票率
議席占
有率

得票数 得票率 議席数
議席占
有率

得票数議席数

12維新の会
14維新の党

公明党

民主党

共産党

未来の党
14生活の党

社民党

09～12
みんなの党

14　次世代の
党

国民新党

新党日本

新党大地

合計

無所属他
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小選挙区と比例区あわせて 73 議席（前回

57）となり、公示前を 11 議席上回っただけ

で、みんなの党からの合流組も合わせると、

伸び悩み状態であった。議席の若干の増加は

あったものの躍進とはいえず、第３極が離合

集散するなど混乱する中でも失地回復には至

らず、民主党への支持復活、二大政党復活に

はまだ遠いという選挙結果であった。 
 小選挙区の約半数しか候補が擁立できず、

それが比例代表得票に影響がどう出たか調べ

てみた。小選挙区で半数以下しか立てなかっ

たのは 22 県であったが、この県の比例代表

の得票は前回と比べて 33 万票も減らしてい

る。すべての選挙区に候補者を立てたのは 5
県あったが、ここでは得票を 11 万票増やし

ている。過半数以上の候補者を立てたのは

20 都道府県あったが、ここでも得票を 36 万

票増やしていた。つまり、小選挙区に候補者

を擁立しなかった県が大幅に得票を減らし、

候補を積極的に立てた都道府県が得票を伸ば

し、結果的に 15 万弱の得票を上乗せしたこ

とになる。詳細は図表２－Ｂを参照されたい。 
 小選挙区で候補者のいない選挙区では比例

票がまったく伸びないことを明確に示してい

る。勝利に結びつかない選挙区で候補を出さ

ないと比例の票も出ない、比例が伸びないと

復活当選も増えず、有権者の信任が得られな

いことになる。 
 しかも、比例の得票が

伸びなかったことから、

東京 1 区で海江田万里

代表が落選し、比例代表

でも復活当選できなかっ

た。菅直人元首相も東京

18 区で落選となり、か

ろうじて比例代表の最後

で復活当選を果たしてい

るのが象徴的であった。

こうした経過を踏まえ、

民主党の代表選挙が 1 月 18 日に行われた結

果、岡田克也氏が新しい代表に選出された。

代表選に出馬した細野豪志氏を政策調査会長

に、長妻昭氏を代表代行に据え挙党態勢がと

りあえずできあがり、これから復活への動き

がどう活性化するか注目される。 
 
③第三極、維新の党・次世代の党・生活の

党 
 前回の選挙で躍進した第３極といわれる党

派は、この２年間で大きな混乱があり、離合

集散した。前回の選挙の直前に結成された未

来の党が、選挙の直後に分裂して小沢一郎氏

らが生活の党を結成した。それから１年たっ

た 2013 年 12 月、みんなの党が分裂し、江

田憲司氏らが結いの党を結成した。2014 年

には日本維新の会で意見の不一致が明らかに

なり、6 月に橋下徹氏と石原慎太郎氏の分党

が決まり、8 月には石原氏らが次世代の党を

結成した。橋下氏らは 9 月に江田氏らの結

いの党と合流し、維新の党が結成された。み

んなの党は、渡辺喜美代表が政治資金借用問

題をめぐって代表を辞任し、その後も党内の

対立が続き、11 月の衆院解散後に正式に解

党した。みんなの党の在籍議員は民主･次世

代・無所属に３分裂することになった（詳細

は別章で述べる）。 
 こうした中で、維新の党は、小選挙区に

図表 ２-Ｂ 小選挙における立候補率による
民主党の比例代表得票数の変化

2012年民主の
都道府県数 得票 比例代表得票 ５０％以下の内訳

立候補ゼロ 3
50％未満 8
50％ 11

　　立候補率　＝　民主党の小選挙区立候補者数／その都道府県の小選挙区定数

合計 47 9,775,991 9,628,653 147,338

51%以上 20 6,190,738 5,825,266 365,472

50％以下 22 2,917,738 3,250,713 △ 332,975

立候補率
2014年民主の比例代表

増△減

100% 5 667,515 552,674 114,841
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③新人当選の 減、 性議員の 増 
 回の 選挙では、新人の当選

者が 43 人と、1996 年に小選挙

区比例代表 が されてから最

も なくなったのが 徴である。

民が 15 人、 が 14 人で 4
分の 3 を めて り、 に小選

挙区での新人の当選はわずか 3
人だけであった。 
 これまでの選挙で新人の当選が

かったのは、前回 2012 年に

民が大勝した選挙で 184 人、そ

のう 民が 119 人で最も く、

維新の会が 39 人でこれに続いて

いた。また、2009 年の 民から

民主へ政権 代が行われた選挙で 
158 人の新人が当選して り、そのう 民主

が 143 人と とんどを めていた。さらに、

その前の 2005 年の 政選挙で 民が大勝し

たが、このときも新人が 102 人当選して

り、そのう 民が 83 人となっていた。

（図表 ） 
 いずれの選挙でも、大勝した政党が 民

民主 民と れ わり、小選挙区でも当選

者が選挙 とに わる り 象 が き

たことが原 であった。2005 年

に当選した新人は 小

と ばれ、2009 年に当選し

た新人は 小沢 と ば

れていた。これらの新人が次の選

挙で 選できたのは、09 年の選

挙で 民では 10 人、12 年の選挙

で民主では 11 人にとどまり、そ

の くが落選の き目を見ている。 
 しかし、 回は政権 代もなく、

民党の大勝が続いたので、12
年に 当選した 民の 119 人の

う 105 人が 選を果たしてい

た。 

  

 
性の当選者は、2009 年の衆院選に次い

で い 45 人が当選したが、小選挙区で 18
人、比例区で 27 人となっていた。 

1996 年の 23 人から比べると 増したこ

とになるが、衆院 では 9 5 にす ず、

まだ１ に していない。党派別に見ると、

議席の い 民が 25 人で最も く、民主の

9 人、 の 6 人などとなっている。図表

参照 

年 年 年 年 年 年 年

の数 合

数
比

図表

民  

民  

民  

民  

民主  

民主  

民主  

民主  

  

 

 

 

 

年

年

年

年

党 の

民 民主 の

図表
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当選者の年 ・当選回数など 
 この か、当選者の 徴を見ると、 年

は 53 、50 代が最も く 152 人で

の 32 を めている。40 代が 27 6 で

これに続き、60 代が 23 2 となっていた。

党派別に見ると、 民党は りも 60
代が 26 2 と く、70 代も を めて

り、 者が い。 に民主党は 40 代と

50 代が 数で 40 代が いのが目についた

（図表 10）。当選者のう 最 年 者は、

無所属の 氏で 78 、最年 者は民

主の 氏 28 で、 一の 20 代であ

る。 氏は 海道の新党大地の代表

氏の長 で、 氏が公民権 中であっ

たため、野党 一のため民主党から 海道

区で立候補し、 民候補に れたものの比例

での復活当選を果たした。以下、 年 者と

年 者の は図表 11 の りとなっ

ていた。 
 当選回数で見ると、 では２回当選者が

最も く 150 人で 31 6 となって り、こ 
れは前回選挙で 民の新人候補が く当選し、

この 1 年生議員た の とんどが 選され

たことを っている。3 回が 54 人でこれ

に続き、1 回、5 回、7 回がそれ れ 43 人

になっていた（図表 12）。また、当選回数

の最も いのが生活の小沢一郎代表で 16 回 
の当選を果たして り、 民の野田 氏が

15 回でこれに続き、以下 13 回 12 回の人は

図表 13 の うになっていた。 
 得票数で見ると、最 得票を得たのは 民

の小 進次郎氏で 16 万 8 票あまりとなっ

て り、最 得票での当選者は維新の

氏で 5 万 6 票あまりで、最

得票との は 10 万票あまりと

なっていた。 に、小選挙で く

の得票を得たものの落選し比例で

も復活できなかった人の は

民の 橋利 氏で 10 万 5 あ

まりの得票を得たものの当選を果

たせなかった。民主党代表の海江

田万里氏も３ に されてい 
る（図表 14）。 

図表 10 当選者の年齢
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 合計 平均

当選者数 36 70 87 76 21 290 53.7歳

構成比 12.4% 24.1% 30.0% 26.2% 7.2%

当選者数 1 4 26 26 14 2 73 52.4歳

構成比 1.4% 5.5% 35.6% 35.6% 19.2% 2.7%

当選者数 12 35 39 20 6 112 51.8歳

構成比 10.7% 31.3% 34.8% 17.9% 5.4% 100.0%

当選者数 1 52 131 152 110 29 475 52.6歳

構成比 0.2% 10.9% 27.6% 32.0% 23.2% 6.1%

自民

民主

その他

 合計

図表 11 当選者の最高齢ランキング

1 亀井静香 無所属 78歳 広島6区

2 仲里利信 無所属 77歳 沖縄4区

3 息吹文明 自民 76歳 京都1区

4 二階俊博 自民 75歳 和歌山3区

平沼赳夫 次世代 75歳 岡山3区

保岡興治 自民 75歳 鹿児島1区

図表 11-2 当選者の最少年ランキング

1 鈴木貴子 民主 28歳 比例北海道

2 石崎　徹 自民 30歳 新潟1区

今枝宗一郎 自民 30歳 愛知14区

丸山穂高 維新 30歳 大阪19区

5 小林史明 自民 31歳 広島7区

藤原　崇 自民 31歳 比例東北

上西小百合 維新 31歳 比例近畿

図表 12 当選回数
１回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回 １０回以上 合計 平均

当選者数 15 106 37 22 20 24 25 12 9 20 290 ４．３回

構成比 5.2% 36.6% 12.8% 7.6% 6.9% 8.3% 8.6% 4.1% 3.1% 6.9%

当選者数 1 10 7 13 13 11 8 3 4 3 73 ５．１回

構成比 33.3% 333.3% 233.3% 433.3% 433.3% 366.7% 266.7% 100.0% 133.3% 100.0%

当選者数 27 34 10 4 10 4 10 8 5 112 ３．７回

構成比 24.1% 30.4% 8.9% 3.6% 8.9% 3.6% 8.9% 7.1% 0.0% 4.5%

当選者数 43 150 54 39 43 39 43 23 13 28 475 ４．４回

構成比 9.1% 31.6% 11.4% 8.2% 9.1% 8.2% 9.1% 4.8% 2.7% 5.9%

自民

民主

その他

合計

伊吹文明
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また、小選挙区で落選し、比例復活当選し

た人で、選挙区の当選者の得票に対する 合

（ 率）が最も かったのは、 の比例

東で当選した 氏で、小選挙区と

の 立候補で が３ 目になって

り、遠 昭 氏は 率 28 5 であったが

が 目であったため落選し、 氏

が当選となった。以上の詳細は図表 15 の

りとなっている。 
 また、選挙の 式が小選挙区比例代表 立

であり、 が の として 立候

補を め、 一 での 出も であ

る。政党の 出 の にしたがい当選者

が決まりながらも、 の 合は小選挙区

での落選者の中からその選挙区での当選者と

の得票の比率（ 率）が い にて当選で

きることになっている。このため、 じ小選

挙区から２人３人の議員が生じている。 
 一 極 な例が、 選挙区で、１区で３

人、２ 区に ２人が立候補していたが、

民の候補者が小選挙区では しているが、

比例代表で 員が復活当選した。さらに１区

に立候補した維新の候補者は３ で れたが

これも復活当選し、 県で立候補した候補

者が 民 １ 維新１ 民１ 生活

１ 無所属１の 人 員が 会議員になると 

 

図表 13 当選回数のランキング
1 小 一郎 16回 ４区

2 　 自民 15回 ２区

3 郎 無所属 13回 ７区

亀井静香 無所属 13回 広島６区

山 夫 自民 13回 岡６区

保岡興治 自民 13回 鹿児島１区

8 民主 12回 北海道1区　

信 自民 12回 北海道5区

高 自民 12回 山 1区

自民 12回 6区

　 民主 12回 東京比例

一 自民 12回 京都5区

平沼赳夫 次世代 12回 岡山3区

郎 自民 12回 岡8区

図表 14 選 区の 上 10
1 小 次郎 自民 168 953 11区

2 郎 自民 155 388 15区

3 　 自民 147 084 2区

4 民主 143 012 静岡５区

5 郎 自民 142 238 ２区

6 利　　明 自民 142 201 13区

7 　 一郎 自民 138 991 山3区

8 一 自民 134 037 12区

9 　　 自民 132 698 静岡7区

10 和 維新 131 618 愛知12区

図表 14-2 選 区 数の少 当選者
1 丸山穂高 維新 56 119 大阪19区

2 小 維新 56 856 島４区

3 上 一郎 自民 57 168 愛 ２区

4 57 935 沖縄１区

5 崎 自民 59 437 京都３区

6 井上貴博 自民 59 712 岡1区

7 藤貴 自民 60 460 4区

8 民主 61 725 大阪10区

9 一郎 自民 61 927 1区

10 　 自民 63 022 3区

図表 14-3 選 区 数の 選者
1 利 自民 105 918 北海道１区

2 民主 94 975 北海道５区

3 海 里 民主 89 232 東京１区

4 民主 87 584 東京19区

5 山岡 丸 民主 86 252 北海道９区

6 山大 民主 85 120 6区

7 　赳 自民 84 574 静岡5区

8 二 民主 83 535 岡2区

9 山 夫 民主 80 014 東京22区

10 一 無所属 78 384 山 3区

図表 15 の 比例 当選者

1 藤和子 4 24 275 20.36

2 島 岡9 26 443 30.08

3 史 大阪4 31 478 38.13

4 山博 維新 愛 2 22 677 39.66

5 史 維新 5 56 647 50.14

6 東京12 44 721 50.53

7 今 博 自民 11 53 276 52.93

8 沼 明 自民 5 34 293 52.95

9 木 維新 東京9 65 809 53.34

10 史 維新 山1 39 249 56.00

12　自治研かながわ月報 2015年2月号（No.151）
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いうめずらしい 象が きた。 
 また、１選挙区で３人の当選者が出たのは、

１区（ ・ ・維）の かに、大 区

（ ・維・ ）、 10 区（民・ ・維）、

11 区（ ・民・維）、 岡 区（ ・

民・ ）の 選挙区である。 
 

（1）アベノミクスに絞った争点が奏功 
 衆院の解散の については別 で じる

が、 首相は解散にあたって

の を問うと し、 ら

解散 と した。そし

て選挙 では、 野党とも 来にわたる

題については とんど れられず、も

っ ら 的に が成 だっ

たかが となった。 
 首相は、経 の 生を最 題

に この道しかない と政権への支

持を えた。首相 任以来、 が大幅

に上がった、 用者が 100 万人増えた、

有 人 率がこの 20 年間で最も

になった、と の 果を 調した。

これに対して野党第 1 党の民主党は、 金

の上 は く一 の だけ、 金 数

は 16 月 が続いて り、 が

大している、と経 政策を した。そして

人への 資 や かな中間 の復活 を

えたものの、 会 の など 的

な内 については められていない。

の をするだけで、かつての

で示した政策的な対 を えることが

できなかった。 
 選挙前後に行った 日新 の 続世 調査

に ると、この 2 年間の 政権の経 政 
策について成 しているかどうかについての

問に対して、 成 だ が選挙直前の

30 から直後には 41 と 失 だ を  

している（図表 16）。また、選挙当日に行

った出 調査では 成 している と 失

している が んで り、そのう 成 
している と えた人は 6 以上が比例

代表で 民党に 票

したという。 失

している と えた

人は、民主 32 、

23 、維新

19 となって り

野党に 票したとし

ている（図表 17）。

わからない と

えた人は 39 で、

その 票 は 民に

37 が 票したと

２．自民･公明の大勝の要因 

 

 

 

 

 

 

の の の変化

の よ

図表

民  

民  

民主  

民主  

 

 

 

 

 

 

の  

の  

の の 比例 の 票

民 民主 の

る  

る  

 

の よ
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道されて り、 えない人を めて くが

民へ 票したものと 定される。 
 首相は、集 的 権の行 の 明に 
踏み まず、原 にも とんど れず、

経 回復、経 成長、 と経 政

策 に持 んだ。地 や一 民にとっ

て 回復の は しいものの、 回復

を める有権者の を る が を し

たことは間 いがない。 
 
（ ） の自民 の

 
極支持が明確－－選挙後の世 調査の

結果から    
 こうした が積極的に されたのかと

いえばそうではなかった。 しろ 民の

にない りましな政党を選 など 極

的な支持にとどまっていたのではないか。選

挙 間中に行われた 日新 の世 調査では、

回の選挙で 票 を決める は 政党や

候補者に しているから が 33 、

していないが、 りは さそうだから  
が 57 となっていた。このことから選挙

を選 のは 極的選 だったものといえる。 
 また、選挙直後の 調査でも、 回の選挙

で 民・公明が３分の２以上と大勝したこと

について くと、 うど い 21 、

す る 50 となっていた。さらに、

選挙結果については 首相

の政策が された 11 、

野党に がなかったから

72 となって り、野党に

なしが 的であった。 の

野党の中で、政権を任せられる

政党は ある ない

78 となって り、 ある

と えた人に任せられる政党

を くと 民主 33 維

新 30 13 などと

なっていた。 
 在の 公政権に対しての 極的な選 と、

野党に政権 当 がなく、野党に がな

いことが なって、 公の大勝に結びつけた

図が明らかになっていた。  
 

無党派 の 票行動－－出 調査から 
  回の選挙に ける政党支持率を 新

の出 調査で見ると、過 2 回の選挙と比

べると、 民の支持率が大きく増大している

ことがわかる。政権を失った 09 年は 37 で

あったものが、12 年には 31 に、そして

回は 41 と 10 も くなっていた。

の政党では、民主は 27 、20 、15 と

落 が続いている。 支持政党なし と

えた、いわ る無党派 は、21 、24 、

21 とあまり 化は見られない。 
 この政党支持率と、このう 無党派 が比

例区でどの政党に 票したかを見たのが図表

18 である。09 年の政権 代選挙では無党派

は民主に 52 票していたが、12 年の政

権 代の選挙では民主が 13 に減り、い

わ る第三極、 に維新の会が 28 と増え

ていた。これが 回は、 民 22 、民主

19 、維新 24 と 民への 票が増えると

ともに 票 が分散していたことがわかる。 
 この は、 日新 の出 調査にも と

んど じ を み ることができた。 日

年 年 年

党の変化

の

民主

民

党

図表

民  

民  

民  

民主  

民主  

民主  

 

 

 

の  

の  

の  

年

年

年

党 の比例 の 票

民 民主 の

の よ
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田 首相の き 解散 （1952 年）、

中 首相の んだ り解散

（1986 年）などがその であった。 
 野党 には、 決 の は くできて

いなかったので、政権選 を ることもでき

なかった。小選挙区では、 上、 民の不

勝の が く見られた。そのことが、

に述べた うに、有権者の も ばなかっ

たということになる。 

（1）公 の ス ミ  
 12 月 2 日公示されて選挙 に って直後

の 12 月 4 日の新 は、一 に選挙 勢

についての世 調査の内 を 道した。

の見出しは、 日新 民、300 議席 す

勢い 、 日新 民 300 議席 す勢

い 、 新 公 300 す勢い 、日

本経 新 民、300 議席うかがう とな

って り、いずれも 公の 勝の勢いを じ

たものであった。 日新 は 調査、 日

新 は 信の調査、 に ると

と日経は して調査し、集 ・分 ・

成は が に行ったものとされてい

た。 
 これまでも 選挙で が世 調査に

く選挙 勢について 道を行ってきていたが、

公示後 5 日 どたってからの 道であった。

回は、 な解散 選挙にもかかわらず、

公示直後の選挙 が 道されたのは 例の

ことであった。 
 選挙前に選挙の 道が有権者の 票行

動にどういう影響を えるのか、政治 では

２つの なった 果を えるとされている。

とつは 果で、 前の調査で

勢と 道された候補者に有権者の 票が

いていく 象が きるとされているものであ

る。 とは行 の の の

ことで、 流に乗る とか 勝 馬に乗

る があることを している。もう と

つは、 果で、 前の で

弱いと われた候補者に 票が集まる、いわ

る の うな 票行動をとるこ

とがあるとされている。 
 前の 道が 票行動に えるこれらの影

響が 果と ばれているも

のである。 回の い での選挙 道 
は、結果としては 道 りで 公で３分の２

の議席を確 したわけである。 民党の 300
議席の確 はならなかったが、 の

果があったのかもしれない。それ

りも、 に が 道され、選挙へ

の を失い、大 の 権者を生んだことが

問題である。 
 選挙の状 を見ながら 票する候補者をそ

の都 える有権者を

と んでいる。こうした選挙の りに対して

となるべき人 にとっては、あまりに

も い 道にしらけてしまって、 勝 が決

まっているなら 票してもし うがない と

くから めてしまって、 票に行かないと

いう行動をとったのではないかと してい

る。 
 
（ ） の要

 回の選挙に する 道について、 前

の新 道が と行われたのに対して、

での 道が極 に なくなったことが

になった。 の選挙 道は、 政選挙

で を こす となってきて り、2005
年の 政選挙では の選挙 道として派

な 道が に っている。これに して、

回の 道は 調で、前回の 選挙の

半分の 間も っていない うに われた。 
 、 組の内 を調査、分 す

る ・ （東京都 区）に ると、

衆院が解散した 11 月 21 日から 27 日にかけ

． の  

16　自治研かながわ月報 2015年2月号（No.151）
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ての、 と在京民 の 、

組、 組が選挙 の

をしたのは 26 間 16 分。 民党が 勝

した前回は 74 間 14 分で、 回は約３分

の１になった。05 年は約 90 間、09 年が

約 50 間なので、 回の なさは 立って

いる。 と 日新 は 12 月 10 日の で

道していた。 
 また、公示前の 11 月 20 日に、 民党が

在京の に対し、衆院選の

道にあたって、 公 中立、公正の確 を

める を っていたという。この で

は、 は 生田 一・ 長と、

照・ 道 長の 。（中 ）出 者の

回数や 間などは公 を す 出

者などの選定についても公 中立、公正を

す について 定政党出 者への意

見の集中などがない うにする

、資 などでも一 的な意見に

らない などを い する内 だ。

となっていた（11 月 28 日 日新 ）。 
 の政権党が、 道 の に 道

ともとれる内 の をだすことなど、極め

て 例なことである。この に えて

は を したのか、大

が したことに り政権 の が ん

だのか、 での 道が なくなったのは

である。 の選挙で 者の が

く、前回の選挙 道 組では 率が かっ

たことなどから、 率 の として

は政治 の を けたと うことな

のだろうか。 
 政治的に公 な 道とは か、 民の る

権利、政治 道と 率との をどう え

るのか、 めて えさせられた問題であった。 
 
（ ） の た

 2012 年 11 月に 会では、小選挙区に

ける一票の を 正するため、2010 年の

勢調査をもとにして衆院小選挙区の定数

300 を 増 減 させ 295 に め、最大

を２ 未 に える うに 正を行って

いる。 、 、 、 、 の 県

の小選挙区を３から２に減らし、一票の

が２ 以上となる選挙区の きを見直した。

しかし、 回の衆院選では、 正後の人

動に り が 大し、選挙当日の有権者数

でみると、最も有権者の ない 区を１

とすると、東京１区で 2 13 になっている

ことなど 13 の選挙区で２ を える が

生じていることが明らかになった（図表

20）。 

 
 これをうけ、 が選挙の 日

15 日に 選挙無 （やり直し） を めて、

の 14 ・ 支 に一 に を行

った。衆院選挙では めて、すべての選挙区

の有権者を原 にして えたものである。 
 １票の については、この数年の選挙で

続けて 所の が に出されている。最

図表 20

１ の ２ 以上 選 区
選 区 者数

1 東京１区 492 025 ２．１３

2 北海道１区 490 592 ２．１２

3 東京３区 486 466 ２．１１

4 東京５区 482 615 ２．０９

5 ６区 478 067 ２．０７

6 東京６区 471 533 ２．０４

7 東京19区 470 785 ２．０４

8 東京22区 466 769 ２．０２

9 東京23区 466 399 ２．０２

10 ３区 465 154 ２．０１

11 東京８区 464 884 ２．０１

12 ３区 463 907 ２．０１

13 ２区 463 353 ２．０１

５区 231 081 １．００

者 最 少

者数
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 22

 また、 日の 道 に

る世 調査の結果は、図表 22 の うになっ 
ている。ここでは 月 1 回定 的に調査が

続けられて り、 日新 が参院と衆院の選

挙 間中に３回 続調査を行っているため正

確な比 はできないが、内 支持率は 日新

の調査 り３ ど いものの支持率の

動 は とんど わっていない。政党支持

率でも、 民党は 日 り 10 く

くなり 43 53 前後で している。民

主党は 日 り３ く いものの 8
11 で な を示している。 

 この から見て、 政権は、11 月

に の き上 を することを

めた後に、内 と 民党が い支持率を維持

している状 の中で、 に解散 選挙を行

った が有利と したとしても かしくは

ない。 内 で 性 が２人 に辞任

したものの支持率に大きな影響を えていな

かった。しかし、 後の 会 議では、集  

的 権行 にあたっての の が 
けて り、原 の 題や の

間 地 問題など 題が 積している。

支持率の 下も され、野党の選挙態勢が

わない いまのう 解散 をした が い

と したのではないか。 
 解散に って、 き上 に対す

る党内 の を さえ、政治と金の問題へ

の対 、大 と中小 の 大への対

、 県 選挙での 民 候補の 、

後の経 の の 化などについて

の問題を、とりあえず して、選挙の

を けた後に りすることが最 の策

であると えたのではなかろうか。 

（ ） の た

  、2014 年 11 月 19 日の 日新 に

れば、 約すると次の うに 道している。 
 －－ 首相は 9 日から 9 日間の海 出

を前にした 11 月 7 日、 民党の 一

る  

 

民 率  

民主 率  

年 年

内 の 率 民 民主の 率の

る 民 率 民主 率

道

の よ図表
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調査でも の が見

られた。（図表２－12）これ

に ると、無党派 の比例代表

での 票 は、維新 24 、

民 23 、民主 19 、

16 となって り、 新

の調査と とんど わらなか

った。 
 日新 は、 内 の２年

間の経 政策（ ）

について成 しているかどうか

き、成 に って比例代表へ

の 票 が大きく わっている

ことを 道している。（図表２

－13） 
 成 している と えた人

は 30 で、この人た は 民

党へ 62 が 票し、維新へ

12 、公明へ 10 となってい

た。 失 している と えた人も 30 で、

この人た は民主へ 29 、 へ 25 、維

新へ 22 となって り、 票 が分散して

いた。さらに、無党派 は 成 している

は 18 にとどまり、 失 している が

36 と えて り、無党派 の くが

的であったものと える（ 日新

2014 12 17 第 2 ）。 的であっ

ても 分の 1 が 民に 票したという意

の じれ を じる調

査結果であった。 
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３ 目の当選を果たした。 
 民主の本 は、民主支持 が減 するとい

う の中でも党支持 の とんどをまとめ、

無党派 からも 半数の支持を得たものの

当選 に しなかった。しかし、比例代

表での復活当選を果たし２ 目の議席を 得

することができた。 
 の中野渡は前回の党の得票を 1 5
に増やしたものの当選には かず、次世代の

中本は前回 り大きく下回る得票しか得られ

ず落選した。 
 

15 区（ ・ ・中 ） 
 相 を み、 海 に った な地

の選挙区である。この地 は、一 して

政治 である 野一 の地 とされて り、

中選挙区から小選挙区に っても わりはな

く、 野 が 17 区、長 の 野太郎が 15
区と選挙区を分け き いできている。小選

挙区になってからは 野太郎が議席を維持し

てきた。民主党は 03 年、05 年、09 年と

したが れている。2012 年は民主は候補

者の擁立を見 ってしまい、 ・ の一

で 民の 野の 勝となった。 
 回の選挙では、 民の 野と の 上

、そして前回 区からみんなの党で立候

補した 田東一郎が えし無所属で立候補

することにとなったが、民主は候補の擁立を

見 った。選挙の結果は、 民の 野は

第２ となる 15 万 票の大 得票を得て

勝した。 野は、 民・公明の支持 をす

べて め、候補のいない民主支持 に い

み、政権 党ながら 原 を主 するな

ど い を生かし、無党派 の く

から得票を得て 目の議席を にした。 
 無所属の 田は、 民勢 の結集を目

したことから、民主支持 への が見られ

たものの、無党派への支持が がらずに わ

ってしまった。 の 上は、県内では 一

の前回からの得票を減らした選挙区となり、

当選には かなかった。 

 
16 区（ ・ 勢原 ・ 、

、相 原 の一 ） 
 県中 から にかけての 沢 を

い選挙区である。ここでは、 民の 一

が い を持って り、 が

2005 年まで長く議席を ってきていた。06
年に の に る補 選挙で長 の 太

郎がその地 を き いだ。しかし、09 年

の選挙では補 選挙の相 ・民主の後 一

が勝利した。2012 年の選挙では、 民は

に代わって参議院議員から えした

を、民主は き続き後 を立て、維新の

会は新人を、 は 田 を立候補させ

党に る いとなった。結果は、

生との を持つ 民の が勝利し、民主

の後 は比例で復活当選した。 
 回の選挙では、 民の 、民主の後 、

の新人・ 田 の３党に る いとな

った。これまで選挙の結果はその都 、 民

と民主の いで勝 が れ わってきていた

が、 回は 1500 票の で民主の後 が

10 万３ 票を 得して勝利した。後 は、

地元 出 で地 に影響を持つ 会

などを中 に活動を 、民主党支持 の

とんどと、無党派 の半数以上の支持を め、

３ 目の議席を にした。 
 民の は、 的な を生かして

や地元議員の後 会などの支 を

民
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民

民

上

年
年

年
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が乱立する選挙となった。 
 選挙の結果は、 民の が の経

大 として の 進 を え、

定した で を 、混 を け出し当

選した。 民・公明支持 に して、20
30 代の若い をはじめ幅 い にも

し、前回 り得票を若干上積みさせ 目の

当選を果たした。 
 次世代の中田は、前回の比例 信 からの

えであり、元 長という い

で無党派 に い み、 民の一 の得票も

加えて に したものの、勝利には か

なかった。次世代は比例代表の議席を得られ

なかったために復活当選もできなかった。 
 維新の は公示直前の出馬 明で出 れ、

生活の は三極のつ し合いに して、

ともに 2 万票 にとどまり得票が伸びなか

った。 の 田は、前回の党の得票を

票 ど上乗せしたものの、 かなかった。 
 結果的に見ると、民主を く第三極といわ

れる次世代･維新･生活の３党の得票を合わせ 
ると 10 万 票となり、 民の の得票

を上回ることができていた。この選挙区では

が の利を得たことになる。 

  

（ ） の

 小選挙区と比例代表の 県での党派別得票

の については に前章で述べている。こ

こでは、小選挙区で候補者を擁立した 合と、

擁立しなかった 合に、比例代表での得票に

どう影響を えたかを見てみることにする。 
  民は、前回と 、公明との選挙 で

区には候補者を擁立しなかったが、17 小

選挙区での得票は前回の 176 万票から 回

は 185 万票に 9 万票増加させていた。また、

比例代表では 113 万票から 132 万票に 1 万

8 票増やしている。これは、 民への支持

が増加していることと、無党派 の 民へ

の支持が増えたためとみられる（図表２－

11）。 
  県の小選挙区に候補者を擁立したのは

党である。 に見た うに、小選挙区の得

票は 15 区を いたすべての選挙区で票を増

やし、前回の 32 万票から 50 万票に 18 万票

も増加させた。比例代表でも に 26 万票

から 47 万票に 21 万票と大きく増加させて

り、小選挙区で得票を減らした 15 区でも

比例代表では得票を伸ばしていた。このこと

から、小選挙区で候補者を擁立させ得票を増

加させることが、比例代表の得票増加に結び

つくと することができる。 
 一 民主では、 回は小選挙区では 選挙

区しか候補者を擁立せずに わっている。

県での小選挙区の得票は、前回の 83 万票か

ら 回は 62 万票に 21 万票の減 となって

いた。比例代表では、70 3 万票から 65 7 万

票へ 4 5 万票も減 して り、小選挙区での

候補者数が半減したのにもかかわらず得票の

減りかたは なかった。 
 そこで、民主が候補者を擁立した 選挙区

に ける比例代表の得票をみると、前回は

36 3 万票であったが 回は 36 5 万票とわず

かであるものの 2 票 ど増加していた。

一 、候補者を出さなかった 選挙区では、

民主

民

民

民主

未

民

代

年
年

年

党 候補 の得票
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図表

小選挙区の 得票の

県内・民主党の得票

年 年

小選挙区

な

県
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年 月総選挙以降の主な政治動向
2012年

 
2013年

 
 
 
2014年
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年 月 年 月 年 月年 月 年 月 年 月 年 月

Ｐ４５図表 

政党名

小選挙区

比例区

合計

小選挙区

比例区

合計

小選挙区

比例区

合計

小選挙区

比例区

合計

小選挙区

比例区

合計

小選挙区

比例区

合計

小選挙区
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小選挙区
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小選挙区

比例区

合計

小選挙区

比例区

合計

小選挙区

比例区

合計

小選挙区

比例区

合計

小選挙区

比例区

合計

小選挙区

比例区

合計

(1)過去7回の衆院選の結果、党派別議席の推移

2009年8月

議席数
議席占
有率

民主党

2012年12月
選挙
区分

2014年12月

議席数
議席占
有率

議席数
議席占
有率

議席
数

議席占
有率

議席数
議席占
有率

1996年10月 2000年6月 2003年11月 2005年9月

議席数
議席占
有率

議席数
議席占
有率

自民党

合計

12維新の会
14維新の党

公明党

共産党

社民党

12未来の党
14生活の党

みんなの党
14次世代の

党

国民新党

新党大地

新党日本

96新進党
00自由党

無所属他

２.　附属資料
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都道府県別当選人数の推移（小選挙区）

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

の の 年 なの 年 なの の
年 の の

属主 の

（ ２ ）
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選 年
その他 無所属 計

自
22 1 1946 21 .4.10 140 94 14 93 5 38 80 464

原 30.2% 20.3% 3.0% 20.0% 1.1% 8.2% 17.2% 100.0% 72.08%
民主 民

23 2 1947 22 .4.25 131 124 31 143 4 21 12 466
28.1% 26.6% 6.7% 30.7% 0.9% 4.5% 2.6% 100.0% 67.95%

民主自
24 3 1949 24 .1.23 264 69 14 48 7 35 17 12 466

56.7% 14.8% 3.0% 10.3% 1.5% 7.5% 3.6% 2.6% 100.0% 74.04%
自

25 4 1952 27 .10.1 240 85 54 57 4 7 19 466
51.5% 18.2% 11.6% 12.2% 0.9% 1.5% 4.1% 100.0% 76.42%

自 山自
26 5 1953 28 .4.19 199 35 76 72 66 5 1 1 11 466

42.7% 7.5% 16.3% 15.5% 14.2% 1.1% 0.2% 0.2% 2.4% 100.0% 74.22%
自 民主

27 6 1955 30 .2.27 112 185 89 67 4 2 2 6 467
山 24.0% 39.6% 19.1% 14.3% 0.9% 0.4% 0.4% 1.3% 100.0% 72.06%

自民
28 7 1958 33 .5.22 287 166 1 1 12 467

61.5% 35.5% 0.2% 0.2% 2.6% 100.0% 76.99%
民

29 8 1960 35 .11.20 296 17 145 3 1 5 467
63.4% 3.6% 31.0% 0.6% 0.2% 1.1% 100.0% 73.51%

30 9 1963 38 .11.21 283 23 144 5 12 467
60.6% 4.9% 30.8% 1.1% 2.6% 100.0% 71.41%

明
31 10 1967 42 .1.29 277 25 30 140 5 9 486

藤 57.0% 5.1% 6.2% 28.8% 1.0% 1.9% 100.0% 73.99%

32 11 1969 44 .12.27 288 47 31 90 14 16 486
藤 59.3% 9.7% 6.4% 18.5% 2.9% 3.3% 100.0% 68.51%

33 12 1972 47 .12.10 271 29 19 118 38 2 14 491
55.2% 5.9% 3.9% 24.0% 7.7% 0.4% 2.9% 100.0% 71.76%

自民 新自
34 13 1976 51 .12.5 249 17 55 29 123 17 21 511

木 48.7% 3.3% 10.8% 5.7% 24.1% 3.3% 4.1% 100.0% 73.46%
民

35 14 1979 54 10.7 248 4 57 35 107 2 39 19 511
大平 48.5% 0.8% 11.2% 6.8% 20.9% 0.4% 7.6% 3.7% 100.0% 68.01%
　 選

36 15 1980 55 .6.22 284 12 33 32 107 3 29 11 511
大平 鈴木 55.6% 2.3% 6.5% 6.3% 20.9% 0.6% 5.7% 2.2% 100.0% 74.57%

37 16 1983 58 .12.18 250 8 58 38 112 3 26 16 511
48.9% 1.6% 11.4% 7.4% 21.9% 0.6% 5.1% 3.1% 100.0% 68.30%

38 17 1986 61 .7.6 300 6 56 26 85 4 26 9 512
58.6% 1.2% 10.9% 5.1% 16.6% 0.8% 5.1% 1.8% 100.0% 71.40%

39 18 1990 2 .2.18 275 1 45 14 136 4 16 21 512
海 53.7% 0.2% 8.8% 2.7% 26.6% 0.8% 3.1% 4.1% 100.0% 73.31%

自民 新 新
40 19 1993 5 .7.18 223 55 13 35 51 15 70 4 15 30 511

43.6% 10.8% 2.5% 6.8% 10.0% 2.9% 13.7% 0.8% 2.9% 5.9% 100.0% 67.26%
自民 新 民主 民

41 20 1996 8 .10.20 239 2 156 52 15 26 1 9 500
　　小選 区 169 2 96 17 4 2 1 9 300 小選 区
　　比例区 70 0 60 35 11 24 0 0 200

47.8% 0.4% 31.2% 10.4% 3.0% 5.2% 0.2% 1.8% 100.0% 59.65%
保 自

42 21 2000 12 .6.25 233 7 22 31 127 19 20 6 15 480
　　小選 区 177 7 4 7 80 4 0 6 15 300 小選 区
　　比例区 56 0 18 24 47 15 20 0 0 180

48.5% 1.5% 4.6% 6.5% 26.5% 4.0% 4.2% 1.3% 3.1% 100.0% 62.49%
43 22 2003 15 .11.9 237 4 34 177 6 9 2 11 480

　　小選 区 168 4 9 105 1 0 2 11 300 小選 区
　　比例区 69 0 25 72 5 9 0 0 180
小 49.4% 0.8% 7.1% 36.9% 1.3% 1.9% 0.4% 2.3% 100.0% 59.86%

44 23 2005 17 .9.11 296 31 113 7 9 6 18 480
　　小選 区 219 8 52 1 0 2 18 300 小選 区
　　比例区 77 23 61 6 9 4 0 180
小 61.7% 6.5% 23.5% 1.5% 1.9% 1.3% 3.8% 100.0% 67.51%

45 24 2009 21 .8.30 119 5 21 308 7 9 5 6 480
　　小選 区 64 2 0 221 3 0 4 6 300 小選 区
　　比例区 55 3 21 87 4 9 1 0 180

山 24.8% 4.4% 64.2% 1.5% 1.9% 1.0% 1.3% 100.0% 69.28%
維新

46 25 2012 24 .12.16 294 54 18 31 57 2 9 8 2 5 480
　　小選 区 237 14 4 9 27 1 2 0 1 5 300 小選 区
　　比例区 57 40 14 22 30 1 7 8 1 0 180

61.3% 11.3% 10.0% 6.5% 11.9% 0.4% 1.9% 1.7% 0.4% 1.0% 100.0% 59.32%
次世代

47 26 2014 26 .12.14 290 2 41 35 73 2 2 21 9 475
　　小選 区 222 2 11 9 38 1 2 1 9 295 小選 区
　　比例区 68 0 30 26 35 1 0 20 0 180

2 3次 61.1% 0.4% 8.6% 7.4% 15.4% 0.4% 0.4% 4.4% 1.9% 100.0% 52.66%

自民 保 道 新

（ ３ ）
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第４７回衆議院総選挙神奈川県内比例代表選挙小選挙区別党派別得票数・得票率 （ ７ ）
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注） 1. 川崎市中原区は、 今回の選挙から第 10 区と第 18 区に分かれたため、 各選挙区ごとの前回のデータは存在しない。
　　　2. 川崎市中原区１の 「投票率の増減 ｣ は、 今回の投票率と分区前の中原区全体の前回投票率との差である。
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衆院通算 戦後 選挙実施日 共産 その他 無所属 計 投票率％
自由 社会 労農

民主

民自

自由 改進 左社 右社

吉田自由 鳩山自由

自由 民主

自民 社会

民社

公明

自民 新自ク

進歩

自民 新生 さきがけ 日本新

自民 新進 民主

自由 無所属の会

　　小選挙区
公明

無所属

みんな

維新

自民党（保守系） 社会党（革新系）中道

（８）衆議院総選挙、神奈川県内、党派別当選者数 1996年以降は小選挙区の議席数
（ ８ ）
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